
ム

錐をぴうi ｺ ﾌ 畠ヅサ= P の研究室岡田淳

ﾉ 磁石のＮ極と
Ｓ極のような
理屈ですか？

/､／
／

ﾐご曇

どのトラソクの中には
わしから遠ざかろうどするものか

や
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愚
〆

いったいぜんたい
トランクの中味はｲ 可で､ すか

こいつ力)帆わし力)ら遠ざかろうとするいつぽう
巾〔がこいつにZ / L きつけられる．…
そういう関係が､ 重琴なのじゃね

『愛』と『希望』･…
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文
化
交
流
」
ｌ
そ
の
明
暗
Ｉ
。
枢
癖
株
榊
郡
匪

芽
語
蕊
寵
鮭
が
鋳
榊
柳

っ
た
秋
瑳
を
描
い
た
「
秋
瑳

伝
」
を
上
映
、
孫
文
を
偲
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
盛
り
だ
く

さ
ん
な
内
容
で
あ
る
。
招
待
者
に
は
、
孫
文
の
孫
娘
に

あ
た
る
孫
穂
芳
女
史
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
、
Ⅲ
月
８
日
出
に
は
、
「
溜
天
の
ア
ジ
ア
主

義
と
孫
文
」
、
旧
日
に
は
「
人
間
と
し
て
の
潅
天
」
の

各
講
座
が
県
民
会
館
で
開
か
れ
、
ま
た
、
１
日
か
ら
弱

日
ま
で
の
間
、
孫
中
山
記
念
館
で
は
特
別
展
示
会
が
催

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
機
会
に
、
国
際
都
市
神
戸
の
住
民
と
し
て
、
よ

り
よ
い
日
中
友
好
関
係
に
つ
い
て
再
考
し
た
い
。

神戸・中央・サンセット通り
元町駅裏通東半丁迂3 3 1 - 3 3 5 4

篭

神戸市中央区下山手通3 丁目1 1 - 1 8
トアロード

ＴＥＬ３２１－２２２９

中
国
革
命
の
先
導
者
で
あ
る
孫
文
が
誕
生
し
て
、
今

年
で
伽
周
年
を
迎
え
る
。
孫
文
は
１
８
６
６
年
、
広
東

省
香
山
（
中
山
）
県
の
貧
し
い
農
家
の
次
男
と
し
て
生

ま
れ
、
そ
の
後
、
世
界
各
地
に
渡
っ
て
見
聞
を
ひ
ろ
め
、

中
国
が
一
つ
に
ま
と
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
革
命
を
お
こ

し
た
が
、
１
９
２
５
年
、
「
革
命
い
ま
だ
な
ら
ず
」
と
遣

嘱
し
て
、
北
京
に
客
死
し
た
。

孫
文
は
生
前
、
再
三
に
わ
た
り
来
日
し
て
宮
崎
溜
天

ら
と
交
わ
っ
て
い
る
が
、
最
初
に
来
日
し
た
土
地
が
神

戸
と
い
う
こ
と
で
、
神
戸
と
の
縁
も
深
く
、
現
在
、
舞

子
の
移
情
閣
が
孫
中
山
記
念
館
と
な
っ
て
い
る
。

孫
文
は
、
神
戸
と
中
国
と
の
歴
史
を
考
え
る
時
に
、

忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
人
物
で
あ
る
。
そ
し
て
今
年
、

里、 １
１
Ｆ
雑
羅
鋤
鴨

先
生
銅
像
除
幕
式
、
生
誕
記
念
式
典
」
が
盛
大
に
行
な

わ
れ
る
。
ま
た
、
孫
文
の
生
涯
を
と
り
あ
げ
た
映
画
も

製
作
中
で
あ
る
。
そ
こ
で
神
戸
で
も
、
今
後
の
日
本
と

中
国
・
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
友
好
関
係
を
深
め
る
う
え
で
、

孫
文
の
事
績
を
振
り
返
り
生
誕
伽
周
年
を
記
念
す
る
こ

と
は
意
義
深
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
兵
庫

県
、
神
戸
市
、
神
戸
商
工
会
議
所
、
孫
中
山
記
念
館
、

灘 孫
文
生
誕
棚
周
年
記
念
行
事

がの外国
〉

－

寵
L －．

中国革命の父・孫文

あ
る
。
そ
し
て
今
年
、

孫
文
生
誕
伽
周
年
に

あ
た
り
、
神
戸
在
住

の
華
僑
が
率
先
し
て

盛
大
に
記
念
行
事
を

催
す
こ
と
に
な
っ
た
。

生
誕
伽
周
年
を
記

念
し
て
、
中
国
で
は

雄
漢

元町通１丁目協和銀行北側小路西へ入る
丑3 3 1 - 5 7 9 0 . 6 6 1 1 1 1 : 0 0 A M～８：3 O E M

毎水曜休( 但し、１２月は無休）

罰
f〃』

良 友別舘| 牡丹園

〃

B T

』
静
ど

ロ

蕊

磯
鴬撫: 繍入繍繍）

株式会社東栄商行
本社／神戸市中央区中山手通３－３－６
念(078)321-3765㈹ＦＡＸ(078)321-3767
トアロード店/神戸市中央区下山手通3-1 - 2 1

金(078)332-3861
元町店/ 神戸市中央区元町通１－３－６

念（078)331-5118

鍵撚嚇瀞ｪ 墓繍
中国物産センター

トーエイ
神戸市中央区下山手通２－５－６

査( 0 7 8 )３２１－０９６１
ＦＡＸ(07 8 ) 3 2 1 - 0 9 6 2

広東料理
神戸元町

中国服オーダー専門
高級ブレタ・舶来雑貨・小物

孫中山記念館・移』情閣

上嬬料張

農 園
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そ
し
て
楽
し
い
催
し
。

で
は
、
そ
の
イ
ベ
ン
ト
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
よ
う
。

お
祭
り
に
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
龍
お
ど
り
に
は
、

｜
般
の
人
も
参
加
で
き
る
。
日
本
の
お
正
月
に
も
お
め

で
た
い
獅
子
舞
い
は
つ
き
も
の
だ
が
、
こ
ち
ら
は
ち
ょ

っ
と
変
わ
っ
た
中
国
風
獅
子
舞
い
。
中
国
の
伝
統
的
武

道
で
あ
る
太
極
拳
、
小
林
寺
拳
法
の
演
舞
、
本
場
の
中

国
舞
踊
も
楽
し
め
る
。
そ
の
他
、
チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
の

よ
く
似
合
う
「
ミ
ス
南
京
町
」
コ
ン
テ
ス
ト
や
、
お
待

ち
か
ね
招
興
酒
の
振
舞
い
酒
な
ど
、
見
る
だ
け
じ
ゃ
す

ま
な
い
神
戸
っ
子
が
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

が
待
っ
て
い
る
。

期
間
中
、
南
京
町
は
「
中
華
グ
ル
メ
共
和
国
」
と
し

て
国
旗
を
制
定
、
記
念
の
テ
レ
フ
ォ
ン
カ
ー
ド
も
発
売

す
る
。
ま
た
、
期
間
中
有
効
の
ク
ー
ポ
ン
券
「
南
京
町

元
」
を
発
行
す
る
な
ど
、
気
分
は
も
う
中
国
。

さ
ら
に
、
南
京
町
名
店
の
特
別
催
し
も
見
逃
せ
な
い
。

お
祭
り
と
い
え
ば
露
店
が
つ
き
も
の
。
旧
正
月
期
間
中

は
、
今
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
生
き
た
鶏
、

豚
の
足
、
鼻
な
ど
、
グ
ル
メ
が
喜
ぶ
珍
し
い
食
品
や
、

中
国
の
特
産
物
が
露
店
に
お
目
見
え
。
各
料
理
店
で
は
、

チャイナドレスのクーニャンに出会えるかな？

普
段
お
目
に
か
か
れ
な
い
よ

う
な
春
節
用
の
特
別
料
理
が

楽
し
め
る
。
そ
の
上
、
お
祭

り
価
格
や
営
業
時
間
の
延
長

な
ど
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
満

足
で
き
る
こ
と
間
違
い
な
し
。

来
年
は
、
従
来
の
日
本
の

お
正
月
と
、
中
国
の
賑
や
か

な
お
正
月
、
欲
張
り
な
神
戸

っ
子
の
あ
な
た
も
、
ぜ
ひ
参

加
し
て
は
い
か
が
？

お
正
月
と
い
え
ば
門
松
に
鏡
餅
、
晴
れ
着
な
ど
、
な

じ
み
深
い
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
日
本
で
意
外
と

親
し
み
の
な
い
の
が
、
旧
正
月
。
し
か
し
、
中
国
で
は

現
在
も
旧
正
月
を
祝
う
風
習
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
関
西

唯
一
の
中
華
街
で
あ
る
神
戸
の
南
京
町
で
は
、
よ
り
多

く
の
人
に
南
京
町
を
知
っ
て
も
ら
い
、
活
性
化
を
計
ろ

う
と
、
来
年
の
旧
正
月
を
祝
う
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

を
計
画
中
だ
。

そ
の
名
も
ズ
バ
リ
、
南
京
町
春
節
祭
、
「
パ
ン
パ
ン

新
年
（
シ
ン
ニ
ェ
ン
）
神
戸
南
京
町
」
・
南
京
町
商

店
街
振
興
組
合
の
主
催
で
、
来
年
１
月
配
日
㈱
か
ら
訓

日
山
ま
で
の
４
日
間
、
神
戸
南
京
町
と
そ
の
周
辺
地
域

で
楽
し
い
お
祭
り
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
。

旧
正
月
の
南
京
町
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
て
み
る
と
、

中
華
風
ラ
ン
タ
ン
、
旗
、
ア
ー
チ
、
赤
い
紙
な
ど
、
会

場
は
中
国
独
特
の
賑
や
か
な
色
で
い
っ
ぱ
い
。
そ
の
う

え
爆
竹
や
花
火
の
音
、
人
の
ざ
わ
め
き
。
お
祭
り
の
喧

騒
の
中
に
も
ふ
と
心
が
和
む
、
そ
ん
な
安
心
感
の
あ
る

庶
民
の
に
お
い
。
中
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
料
理
と
お
酒
、

旧
正
月
は
南
京
町
で
…
…
…

証鼠
'二一戸＝,〆昌一雰・

覇
純神戸肉
特選豚肉
自蕊特製焼肉

益生号
元町･南京町念3 3 1 - 5 0 5 8 ㈹

オリヱンタ" グザズ

糠
フ了

〒6 5 O神戸市中央区下山手迦３丁目1 1番1 8 号
念0 7 8 - - 3 9 1 - 3 8 0 9

高 級紳士服

員記洋服店
卜

ＴＥＬ神
一アロード
戸(078)331-3666

中華料理用材料･ 冷凍食品
中国銘菜・中国若茶

株式会社恵記商行
神戸市中央区元町通一丁目三番一号

電話(078)331-3851
営業所(078)361..3351

結蛎披露・御宴会

北京料理

第一- 種
神戸市中央区江戸町九四
電話（331>0031～３
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‘隠哩謬渥日

。可歯T o w n ☆

'１

上左／乾杯する川上オールスタイル社長、右／テープカット風景・左より山中社長、施工の松崎社長、安好収入役、矢原国会議員、
下左・中／バンボーレ、スタッフの皆さん、右／安好収入役から安井設計室へ花束を。

４「藤 フ
ァ
ヅ
シ
ョ
ン
都
市
神
戸
ら
し
い

異
人
館
の
保
存
法

白
北
野
旧
パ
ラ
ス
テ
イ
ン
邸
を
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に

哩唾一

Ｉ

Ｆ Ｗ。

,『
五』 P 彦Ｆ尼

一
八

Ｖ・ＶＩｖ
②ｉも

卜簿Ａ|可ｆ

『】

こ
の
秋
、
北
野
町
界
隈
は
新
た
に
公

開
さ
れ
た
異
人
館
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ

ル
の
オ
ー
プ
ン
と
、
何
か
と
華
や
か
な

話
題
が
多
い
が
ま
た
一
つ
、
神
戸
な
ら

で
は
の
お
し
ゃ
れ
で
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク

な
ス
ペ
ー
ス
が
誕
生
し
た
。

レ
デ
ィ
ス
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
㈱
バ
ン

ポ
ー
レ
が
、
北
野
町
天
神
坂
に
あ
る
旧

パ
ラ
ス
テ
イ
ン
邸
を
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド

「
ソ
ー
ル
レ
バ
ン
テ
」
の
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
と
し
て
、
ｎ
月
、
日
オ
ー
プ
ン
し
た

の
だ
。
こ
の
館
は
、
国
の
文
化
財
保
護

法
と
神
戸
都
市
景
観
条
令
に
よ
り
、
文

化
財
の
保
護
の
た
め
に
㈱
バ
ン
ボ
ー
レ

が
協
力
し
て
保
存
復
元
し
た
も
の
。

一
般
公
開
さ
れ
て
い
な
い
の
が
残
念

だ
が
、
全
室
イ
タ
リ
ア
の
バ
ラ
の
花
を

イ
メ
ー
ジ
ン
グ
し
た
内
装
と
い
う
だ
け

あ
っ
て
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
で
華
や
か
な
雰

囲
気
。
１
Ｆ
の
お
客
様
と
の
応
接
室
、

２
Ｆ
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
旧
家
の
居
間
に
通
さ
れ
た
と
い
う
か

ん
じ
だ
。

「
ソ
ー
ル
レ
バ
ン
テ
」
と
は
、
イ
タ

リ
ア
語
で
「
太
陽
が
東
か
ら
昇
る
」
と

い
う
意
味
。
デ
ザ
イ
ン
は
東
方
か
ら
発

せ
ら
れ
る
、
と
い
う
山
中
社
長
の
願
い

を
込
め
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
だ
そ
う
だ
。
イ

タ
リ
ア
と
神
戸
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ら
し

く
商
品
の
ニ
ッ
ト
類
は
、
み
な
カ
ラ
フ

ル
で
ビ
ビ
ッ
ド
。
女
の
人
た
ち
が
い
つ

も
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
、
お
し
ゃ
れ
し

た
い
日
に
ピ
ッ
タ
リ
の
ア
イ
テ
ム
と
い

え
る
。
異
人
館
を
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
シ

ョ
ー
ル
ー
ム
に
ｌ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都

市
神
戸
ら
し
い
保
存
法
と
い
え
る
だ
ろ

ア
ブ
。

■
ソ
ー
ル
レ
バ
ン
テ
北
野
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

中
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区
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２
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目
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Ｉ
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M 飾亘Ｍ３『r 砺凶皿睡

･毎烹一害･ｙ

Ｓ涯調

１
１
一同

PhoｵographbyMasaoKobayashj

④シアトルの1 １月

昔日の感にふける
シティホライズン
永田良一郎
く永田良介商店社長〉

最初にシアトルに行ったのは、1 9 5 8 年３月末でし
た。神戸と姉妹都市になったばかりの頃で、今写
真の左端に見えるスペースヌードルの塔のあたりに
あったアーモリーと云う会場で開かれていたトレー
ドフェアーにコウベインフォメイションの小間を造
リパンフレットを配るのと、もう１小間神戸の家具
を宣伝する為でした｡ 当時のこと故羽田からノースウ
エストのＤＣ７( プロペラ機) に乗ったら、日本人は私
一人と云った状況の中で大変心細い想いをしたこと
を思い出します。併し約２週間の滞在中にシアトル
で出会った人々の温かいもてなしの数々は今でも忘
れることが出来ません。そして再び訪れたのは、１９
８１年姉妹都市提携2 5 周年の時で、この写真で見る通
りの街に変っていました。当時一番高い建物であっ
た右端のスミスタワーがかすんで見える程立派なシ
ティホライズンを見て昔日の感にふけっています。
シアトルはもう一度ゆっくり時間を掛けて訪ねてみ
たい街です。

ＫＯＢＥＥＸＣＲ７』ＺＥＮＴＳＨＯＰ

☆婦人帽子

､Ｇ<ｗＡうぐ｡、､G可、
マ毒シ＞

神戸市中央区北長狭通2 丁、6 - 1 3 壷3 3 1 - 6 7 1 1

☆伝わる真どころ手づくりの風格

、

柴田音吉洋服店
神戸市中央区元町通4 丁月2 - 2 2 念3 4 1 - 0 6 9 3

☆舶来品ブティック

ヱコターニュートン
神戸市中央区北長狭通3 丁月1 2 - 1 4 壷3 3 1 - 1 8 1 8

☆本格派の人々に愛される

ヨヨ茄施
神戸市中央区三宮町3 丁目1 - 9 壷3 3 1 - 5 1 9 0

☆よろず御槻衣縫上虎

神戸シャツ
神戸市中央区二宮町3 丁目1 - 6 念3 3 1 - 2 1 6 8

☆選りすぐった一点を…。

Sanche
神戸市中央区元町通2 丁月5 - 7 念3 3 1 - 4 7 0 7

☆世界のチョコレート

壱 一錯舘
神戸市中央区元町本通１丁目8 - 5 垂3 9 1 - 3 1 3 8

★欧風家具･ 設計･ 創作

永田良介商店
神戸市中央区三宮町3 丁目1 - 4 竃3 9 1 - 3 7 3 7 ～９

☆世界のオシャレをお届けする

Ｉ:;Z幸
神戸市中央区元町通1 丁目4 - 1 3 竃3 3 1 - 3 1 1 2

※このシリーズは上記９社の専門店
の提供によるものです。 ノ
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●カラフルに自着加工されたテープ新登場

スポーツ時のテービングに最適〃
世界で初めての自着加工

不思議なテープ' ( キタムラ〃

ノ

☆
自
着
加
工
〃

今
度
、
（
株
）
北
村
製
作
所
で
〃
自

着
加
工
“
と
い
う
新
し
い
技
術
が
共
同

開
発
さ
れ
た
。
〃
自
着
加
工
“
と
は
聞

き
な
れ
な
い
言
葉
だ
が
、
一
体
ど
の
よ

う
な
加
工
を
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

〃
自
着
加
工
〃
は
様
々
の
素
材
に
対

し
て
加
工
す
る
こ
と
が
可
能
だ
、
例
え

ば
、
テ
ー
プ
に
加
工
し
た
場
合
、
従
来

の
粘
着
テ
ー
プ
と
一
味
違
っ
た
〃
自
著

性
の
テ
ー
プ
“
が
で
き
あ
が
る
。

ど
こ
が
違
う
か
と
言
う
と
、
粘
着
テ

ー
プ
は
、
自
分
が
く
っ
つ
け
よ
う
と
し

た
物
、
以
外
の
物
に
も
接
着
し
て
し
ま

う
。
手
に
も
く
っ
つ
く
し
、
落
せ
ば
ゴ

ミ
が
付
く
と
言
う
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る

物
が
、
粘
着
面
に
接
着
し
て
し
ま
う
が
、

こ
の
〃
自
着
テ
ー
プ
〃
は
、
テ
ー
プ
同

志
を
重
ね
合
せ
る
と
接
着
す
る
が
、
テ

ー
プ
の
表
面
は
、
普
通
の
紙
と
変
ら
ず
、

自
着
テ
ー
プ
以
外
の
物
に
対
し
て
ば
、

全
く
接
着
し
な
い
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
手
に
く
っ
つ
か
な
い
こ
と

は
勿
論
、
紙
、
布
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス

金
属
、
木
等
や
タ
バ
コ
の
灰
も
付
着
し

な
い
。
し
か
し
、
重
ね
合
せ
て
、
確
実

に
圧
着
す
れ
ば
、
テ
ー
プ
が
延
び
る
ぐ

ら
い
に
引
張
っ
て
も
、
接
合
部
が
剥
が

れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

剥
が
す
時
は
、
重
な
り
合
っ
た
テ
ー

プ
の
一
端
を
つ
ま
み
、
引
張
る
だ
け
で

簡
単
に
外
せ
、
数
回
の
繰
返
し
使
用
も

可
能
。
お
ま
け
に
筆
記
す
る
こ
と
も
で

き
る
し
、
使
用
で
き
る
温
度
の
幅
も
極

め
て
広
い
。

☆
テ
ー
ピ
ン
グ
用
に
最
適
″

こ
の
様
に
、
自
着
加
工
を
し
た
テ
ー

プ
は
輯
皮
層
や
体
毛
に
も
全
く
、
く
っ

つ
か
な
い
。
従
っ
て
、
最
近
、
ブ
ー
ム

の
兆
し
の
見
え
る
、
ス
ポ
ー
ツ
時
の
ケ

ガ
の
防
止
、
応
急
処
置
、
再
発
防
止
の

為
、
足
、
指
、
膝
等
へ
テ
ー
プ
を
巻
き
、

関
節
や
筋
肉
を
補
強
す
る
〃
テ
ー
ピ
ン

グ
〃
用
テ
ー
プ
と
し
て
最
適
で
あ
る
。

・
ベ
ー
ス
テ
ー
プ
の
選
択
に
よ
り
、
動

か
す
必
要
の
あ
る
場
合
は
、
伸
縮
性
の

物
を
、
固
定
を
必
要
と
す
る
場
合
に
は
、

非
伸
縮
性
の
物
を
、
使
い
分
け
る
こ
と

が
で
き
、
剥
が
す
際
に
も
ま
っ
た
く
苦

痛
が
な
い
。

又
、
医
療
用
の
補
助
テ
ー
プ
と
し
て
、

経
皮
吸
収
薬
、
貼
薬
、
紳
創
膏
代
替
品

等
と
し
て
使
用
す
る
と
、
か
ぶ
れ
る
こ

と
も
、
剥
離
時
に
傷
口
を
開
い
た
り
、

痛
み
を
伴
う
こ
と
も
な
い
。

こ
の
様
に
、
毛
に
ま
っ
た
く
粘
着
し

な
い
の
で
、
ペ
ッ
ト
等
の
動
物
用
と
し

て
、
テ
ー
ピ
ン
グ
や
外
用
薬
等
の
固
定
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お問合せ･ ･ ･

、

「 手、足のテーピングに〃

れ
て
お
り
、
さ
ら
に
低
温
に
対
し
て
も

強
い
の
で
、
生
鮮
食
品
や
冷
凍
食
品
の

結
束
に
も
適
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
合
包
用
具
と
し
て
も
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
、
細
か
い
部
品
や
、

針
、
カ
ッ
タ
ー
刃
等
を
、
二
枚
の
テ
ー

プ
の
間
に
は
さ
み
込
ん
で
、
周
り
を
押

え
込
む
だ
け
で
、
熱
を
使
わ
ず
封
入
包

装
が
で
き
る
。

こ
の
様
に
、
ア
イ
デ
ィ
ア
次
第
で
、

利
用
法
は
無
限
″

☆
魔
法
の
テ
ー
プ

「
キ
タ
ム
ラ
」
は
用
途
に
応
じ
て
様

々
の
色
や
素
材
の
テ
ー
プ
が
選
べ
て
、

表
面
に
筆
記
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

と
に
か
く
、
白
着
テ
ー
プ
は
「
キ
タ

ム
ラ
」
が
世
界
で
初
め
て
、
今
ま
で
に

無
か
っ
た
タ
イ
プ
の
テ
ー
プ
な
の
で
、

利
用
法
を
考
え
る
の
は
、
使
用
す
る
あ

な
た
自
身
。

魔
法
の
テ
ー
プ
「
キ
タ
ム
ラ
」
を
利

用
し
て
、
あ
な
た
の
生
活
空
間
を
改
良

し
て
み
て
は
い
か
が
か
な
Ⅳ

に
使
う
と
大
変
便
利
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
自
着
加
工
は
、
テ
ー

プ
だ
け
で
な
く
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
、

フ
ィ
ル
ム
、
紙
、
布
、
糸
等
さ
ま
ざ
ま

の
基
材
に
、
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
、
緩
衝
材
に
加
工
し
て
お
く
と
、

物
を
包
み
込
む
だ
け
で
包
装
が
で
き
、

手
間
が
グ
ッ
と
省
け
る
。

☆
奇
跡
の
テ
ー
プ
「
キ
タ
ム
ラ
」

自
着
テ
ー
プ
の
利
用
法
に
つ
い
て
は

さ
ら
に
色
々
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、

テ
ー
プ
同
志
で
し
か
く
っ
つ
か
な
い
こ

と
を
利
用
し
て
、
衣
料
関
係
で
、
直
接

衣
服
等
の
結
束
が
で
き
る
。
そ
し
て
、

書
籍
、
印
刷
関
係
で
は
、
粘
着
テ
ー
プ

で
は
絶
対
に
で
き
な
か
っ
た
、
紙
の
直

接
結
束
も
可
能
と
な
る
。

対
象
物
に
、
ノ
リ
残
り
が
ま
っ
た
く

無
い
の
で
、
微
小
電
子
部
品
等
の
ベ
ル

テ
ィ
ン
グ
テ
ー
プ
と
し
て
も
非
常
に
催

⑩
北村饗 1 作所
本社･工場／Ｆａｘ( 0 7 6 2 ) 7 6 - 1 5 2 9
石川県松任市専福寺町9 ６（〒9 2 4 ）

盆0762(76)3111㈹

( 上) 包装されたパンや野菜、花も束ねて自着、
( 下) ｢ キタムラ｣ は本を束ねるには絶好のテープ。
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妻
海
、
ウ
グ
イ

》
が
阿
秋
年

上
り
、
ミ
ラ
ノ

等
世
界
の
ト

l Ⅷ【

上
恵
一
代
表
取
締
役
）
。

「
こ
の
ビ
ル
の
完
成
に
よ
り

神
戸
市
が
推
進
し
て
い
る
サ
ン

シ
テ
ィ
計
画
の
一
端
を
担
い
、

こ
の
地
区
の
発
展
に
役
立
ち
た

い
。
」
と
村
上
さ
ん
。

こ
の
ビ
ル
は
地
上
３
階
か
ら

ｎ
階
に
東
急
イ
ン
が
入
り
、
地

下
１
階
と
地
上
１
，
２
階
に
レ

ス
ト
ラ
ン
や
美
容
室
な
ど
の
店

舗
が
入
る
。

交
通
至
便
で
立
地
条
件
抜
群

の
こ
の
ピ
ル
、
さ
ぞ
か
し
利
用

者
も
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。

★
側
年
間
の
総
決
算
を
地
元
で

神
戸
の
陶
芸
作
家
西
村
裕
夫

さ
ん
が
、
９
月
岨
日
ｌ
泌
日
ま

で
三
宮
サ
ン
パ
ル
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
、
神
戸
初
の
個
展
を
開

い
た
。
「
陶
芸
生
活
の
少
年
時

代
の
総
決
算
」
と
語
る
西
村
さ

ん
。
〃
神
開
窯
″
と
い
う
自
分

っ
た
「
コ
ス
モ
ビ
ル
」
の
オ
ー

ナ
ー
で
あ
る
㈱
コ
ス
モ
Ｍ
（
村

１
１１７
１

★
過
去
は
ふ
り
向
か
な
い

二
十
五
周
年
を
迎
え
た
株
式

会
社
オ
ッ
ク
ス
・
フ
ォ
ー
ド

（
上
田
順
一
社
長
）
が
、
九
月

一
一
十
日
に
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ

ー
タ
ニ
で
記
念
の
パ
ー
テ
ィ
を

開
い
た
。
谷
村
新
二
の
シ
ョ
ー

も
充
実
し
た
楽
し
い
も
の
だ
っ

た
が
、
圧
巻
は
、
お
み
や
げ
の

〃
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｏ
Ｘ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｄ

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｙ
〃
・
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ポ

の
窯
も
完
成
し
て
、
腕
に
ま
す

ま
す
磨
き
が
か
か
る
。

「
焼
き
物
と
い
え
ば
、
立
杭
焼

や
備
前
焼
等
が
有
名
で
す
が
、

私
は
、
既
成
の
焼
き
方
に
属
し

た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
西
洋
の
陶

器
に
も
見
る
べ
き
も
の
が
あ

り
、
そ
う
い
っ
た
洋
の
良
さ
を

吸
収
し
て
ゆ
き
た
い
で
す
ね
」

の
言
葉
通
り
、
西
村
さ
ん
の
作

ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
・
テ
ィ
ス
ト

を
紹
介
し
、
さ
て
、
日
本
の
女

性
の
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
は
？

と
追
求
し
た
一
象
華
本
。

次
の
時
代
の
新
し
い
女
ら
し

さ
を
書
い
た
三
宅
菊
子
の
、
超

先
進
国
ニ
ッ
ポ
ン
の
〃
女
の
時

代
論
″
は
出
色
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
メ
ー
カ
ー
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
見
事
に
打
ち
出
し
た
と

こ
ろ
は
さ
ｉ
す
が
。

（
各
店
頭
で
発
売
・
五
千
円
也
）

西村裕夫

ojWbe
B r e a k

ス
ト
ン
、
上

識識; 溌蕊瞬溌
急しに誕・館社一のテか列晴二ウルトれ細Ｉ宴に会イ内ル ･ ン通をが
イたオ三生に長と街イな席彦ンハと１るかンや式場１１こを屋しりオヨ
ン神１宮、ノあの、のＩ第、さグウしタカくをハ、、ｌ、はは上たのＩホ
の戸プ駅ふソ植新ホ－同んパをてルウフ・きネ披さルヨじ庭言西プテ
入東ン前れう中たテ歩ホなＩ備あウンラめム露ら１１め園ホのンル

し
た
皿
や
徳
利
が
出
品
さ
れ
て

日
本
美
容
皮
膚
科
学
研
究
学

メ
チ
ッ
ク
神
戸
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

簿
》
識

従
事
者
及
び
学
識
経
験
者
で
構

成
さ
れ
た
会
員
数
は
、
現
在
剛

名
。
学
会
の
主
な
目
的
は
、
エ

地
位
の
確
立
と
技
術
者
の
知
識

向
上
。
「
技
術
者
と
し
て
の
教

る
な
か
で
、
根
本
的
な
理
論
を

社
会
的
地
位
が
向
上
さ
れ
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
、

女
性
の
社
交
場
と
し
て
の
エ
ス
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繍 〃
賞
状

神
戸
市
立
王
子
動
物
園
飼
育
の
サ
ル
。
チ
ン
パ
ン
ジ
ー

（
ジ
ョ
ー
ー
ー
）
、
飼
育
期
間
、
オ
ス
、
訓
年
四
カ
月
。

昭
和
訓
年
哩
月
哩
日
、
５
歳
で
来
園
以
来
、
人
工
哨
育

の
〃
神
ち
ゃ
ん
〃
の
親
と
し
て
知
ら
れ
、
王
子
動
物
園
を

訪
れ
る
多
く
の
人
達
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
よ
っ

て
今
後
益
々
の
長
寿
を
期
待
し
て
、
そ
の
功
労
を
た
た
え

表
彰
し
ま
す
。

昭
和
仇
年
９
月
羽
日

神
戸
市
動
物
愛
護
協
会

会
長
宮
崎
喜
提
子
〃

「
こ
れ
か
ら
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

式
典
に
参
加
し
た
そ
の
足
で
ジ
ョ
ー
ー
ー
の
大
好
物
、
カ

ス
テ
ラ
に
ジ
ュ
ー
ス
を
手
に
走
っ
た
ら
、
大
騒
ぎ
。
チ
ェ

長寿で表彰されたチンパンジーのジョニー、３６歳（人間では7 2 歳の実年）

職織脊｜：之' 蝿維瀧
子どくつ唱一、ウてよ舎ネジウ
かの－たがウオヨじ総、ユｌ
ら子番◎はオ、ウの員類ンタ

大
騒
ぎ
。
チ
ェ

リ
ー
に
金
、

ユ
キ
、
ア
キ
、

ポ
ピ
ア
、
オ

手
を
思
い
き
り
出
し
て
き
た
。
そ
の
時
ド
ド
ド
ド
ー
ン
、

黙
れ
、
オ
レ
が
強
い
ん
だ
。
激
し
く
鉄
戸
を
蹴
と
ば
し
た

の
は
、
や
は
り
、
ボ
ス
の
ジ
ョ
ー
ー
ー
だ
っ
た
。
ジ
ョ
ー
ー
ー

鍋
歳
（
人
間
で
は
氾
歳
）
、
さ
す
が
に
真
黒
だ
っ
た
背
は

シ
ル
パ
ー
パ
ッ
ク
（
白
毛
）
の
実
年
を
迎
え
、
歯
の
い
た

み
も
見
ら
れ
る
。

し
か
し
、
気
力
だ
け
は
衰
え
を
見
せ
な
い
。

〔
文
明
を
拒
否
し
た
野
生
の
ジ
ョ
ニ
ー
〕

そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ジ
ュ
ー
ス
を
与
え
よ
う
と

し
た
ら
、
ひ
っ
た
く
る
よ
う
に
取
っ
た
あ
と
、
パ
ー
と
私

に
お
ど
し
を
か
け
て
き
た
。
人
工
で
育
っ
た
チ
ェ
リ
ー
や

金
ち
ゃ
ん
は
ジ
ュ
ー
ス
よ
り
も
カ
ス
テ
ラ
を
先
に
く
れ
、

と
右
手
を
出
し
左
手
に
ジ
ュ
ー
ス
を
も
っ
て
ク
ッ
ク
ッ
ク

ッ
、
小
さ
な
喜
び
の
声
を
あ
げ
、
す
ぐ
に
飲
み
は
じ
め
た
。

な
る
程
、
ジ
ュ
ー
ス
ひ
と
つ
に
し
て
も
、
そ
の
子
の
生

い
立
ち
が
の
ぞ
け
る
の
だ
。
人
工
で
育
っ
た
チ
ェ
リ
ー
と

金
ち
ゃ
ん
（
神
ち
ゃ
ん
の
姉
と
兄
）
は
、
パ
ッ
ク
ジ
ュ
ー

ス
に
つ
い
て
い
る
小
さ
な
ス
ト
ロ
ー
を
プ
チ
ー
ン
と
む
し

り
と
っ
て
、
ま
こ
と
に
器
用
に
小
さ
な
穴
に
差
し
こ
み
、

幼
児
そ
っ
く
り
、
チ
ュ
ー
と
吸
っ
て
は
、
プ
ー
と
吹
い
て

音
を
楽
し
み
な
が
ら
飲
ん
で
い
た
。

次
に
現
在
の
ジ
ョ
ー
ー
ー
第
一
夫
人
で
あ
る
ユ
キ
と
そ
の

子
は
ス
ト
ロ
ー
を
口
に
し
た
が
、
よ
く
み
る
と
口
で
噛
み

別
の
と
こ
ろ
に
穴
を
明
け
差
し
こ
ん
で
い
る
。
大
き
な
穴

な
の
で
、
ス
ト
ロ
ー
を
捨
て
、
直
接
吸
い
は
じ
め
た
。

神
ち
ゃ
ん
の
嫁
、
ア
キ
は
ス
ト
ロ
ー
を
全
く
使
え
な

い
。
パ
ッ
ク
の
底
を
噛
っ
て
飲
ん
で
い
る
。

さ
て
、
実
年
の
ジ
ョ
ニ
ー
は
ど
う
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん

ス
ト
ロ
ー
は
だ
め
。
ポ
イ
ッ
と
捨
て
、
パ
ッ
ク
を
噛
じ
る

ま
で
は
よ
か
っ
た
が
、
ジ
ュ
ー
ス
が
流
れ
だ
し
、
口
で
飲

も
う
と
は
し
な
い
。
も
っ
た
い
な
い
ヤ
シ
だ
、
床
に
流
し

﹇
０
は
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蕊爵蕊
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て
い
る
で
は
な
い
か
〃
．
と
思
え
ば
、
ジ
ョ
ニ
ー
は
そ
の
流

れ
落
ち
た
ジ
ュ
ー
ス
を
チ
ュ
ー
チ
ュ
ー
チ
１
１
、
ま
る
で

溜
水
を
飲
む
格
好
で
あ
る
。

な
る
程
、
彼
は
あ
く
ま
で
も
文
明
を
拒
否
し
て
い
る
の

だ
。
バ
ナ
ナ
や
ミ
カ
ン
さ
え
も
手
を
使
っ
て
皮
を
む
こ
う

と
は
し
な
い
。
口
で
無
雑
作
に
噛
じ
り
引
き
ち
ぎ
る
よ
う

に
食
べ
る
。
人
間
の
よ
う
に
う
ま
く
皮
を
む
き
、
中
味
だ

け
を
食
べ
る
の
は
人
工
育
ち
の
子
等
で
あ
る
。
‐
冷
え
こ
ん

だ
朝
、
ジ
ョ
ー
ー
ｌ
は
バ
ナ
ナ
や
ミ
カ
ン
の
皮
ま
で
全
て
食

べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

〔
芸
事
を
覚
え
ず
野
生
の
男
と
し
て
生
き
た
〕

３
歳
で
サ
ー
カ
ス
に
輸
入
さ
れ
た
ジ
ョ
ー
ー
ー
は
、
こ
と

ご
と
く
反
抗
し
て
芸
事
を
全
く
覚
え
な
か
っ
た
。
激
し
く

ム
チ
を
打
た
れ
た
彼
は
顔
や
背
に
傷
を
負
い
、
私
の
元
に

来
た
時
は
首
の
鎖
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
と
、
そ

の
鎖
を
自
分
で
持
っ
て
離
さ
な
か
っ
た
。
ジ
ョ
ー
ー
ー
を
な

霞‘熱

だ
め
、
落
ち
着
か
す
の
に
ど
れ
程
の
時
間
を
要
し
た
こ
と

か
私
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

動
物
園
に
到
着
後
３
カ
月
め
、
や
っ
と
の
こ
と
サ
ビ
つ

い
た
首
の
鎖
を
は
ず
し
た
こ
と
で
、
私
と
の
信
頼
関
係
が

生
ま
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
っ
た
。

だ
が
し
か
し
、
キ
ャ
ラ
メ
ル
も
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
も
口
に

せ
ず
、
セ
ミ
や
バ
ッ
タ
を
喜
こ
ん
で
食
べ
、
果
実
の
ジ
ュ

ー
ス
だ
け
は
飲
ん
だ
。
そ
し
て
訓
年
今
尚
野
生
を
見
せ
て

い
る
。
い
や
、
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
芸
を
覚
え
た
類
人
猿
は

イ
ン
ポ
テ
ン
ツ
に
な
る
と
い
う
実
例
を
心
配
す
る
私
に
、

日
本
で
初
と
い
う
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
誕
生
を
見
せ
て
く
れ

た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
今
ま
た
２
頭
の
メ
ス
が
懐
妊
中

で
（
皿
、
ｎ
度
め
に
当
る
）
現
役
の
拓
歳
。
７
歳
で
初
潮
を

見
る
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
は
人
の
２
倍
の
早
さ
で
成
育
す
る
。

な
れ
ば
、
人
で
い
え
ば
氾
歳
で
現
役
の
バ
リ
バ
リ
な
の
だ
。

〔
ジ
ョ
ニ
ー
よ
り
長
寿
日
本
一
は
ゾ
ウ
の
諏
訪
子
〕

「
ジ
ョ
ニ
ー
、
お
前
が
表
彰
さ
れ
た
日
、
ゾ
ウ
の
諏
訪
子

に
も
バ
ナ
ナ
や
っ
て
き
た
ん
や
」

「
諏
訪
子
は
、
旧
諏
訪
山
動
物
園
に
昭
和
妬
年
９
月
に
来

た
ん
や
。
お
前
よ
り
長
生
き
し
て
い
る
こ
と
忘
れ
た
ら
あ

か
ん
」

「
ジ
ョ
ニ
ー
、
諏
訪
子
に
負
け
ず
日
本
一
長
生
き
す
る
ん

や
」「

そ
や
け
ど
日
本
一
狭
い
類
人
猿
舎
暮
し
が
、
か
わ
い
そ

う
で
、
す
ま
ん
と
思
っ
て
い
る
」

「
神
ち
ゃ
ん
や
父
ち
ゃ
ん
が
い
く
ら
有
名
に
な
っ
て
も
何

の
役
に
も
た
っ
て
や
ら
れ
へ
ん
。
平
の
飼
育
係
の
父
ち
ゃ

ん
を
恨
ま
ん
で
お
く
れ
」

「
何
と
か
お
前
の
元
気
な
う
ち
に
放
し
飼
い
の
広
い
類
人

猿
舎
を
造
っ
て
や
り
た
い
。
そ
れ
が
父
ち
ゃ
ん
の
願
い
な

ん
や
」

懸鋼

『
輔
評
曇
醐
既
謂
時
醐
醗
・
ｕ

癖

ホントはゾウの諏訪子が8 0 歳で長寿日本一です。
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今岡頚子さんを囲んで
鍵

☆
ド
イ
ツ
文
化
を
ワ
イ
ン
か
ら

サ
ン
ト
リ
ー
株
式
会
社
社
長

佐
治
敬
三
氏
が
「
ド
イ
ツ
連
邦

共
和
国
功
労
勲
章
大
功
労
十
字

章
」
を
受
賞
し
、
十
月
十
七
日

（
木
）
、
神
戸
の
総
領
事
館
で

伝
達
式
が
行
わ
れ
た
。
ワ
イ
ン

輸
入
を
初
め
、
指
揮
者
カ
ラ
ヤ

ン
氏
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
造
ら
れ

た
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
な
ど
の

功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、

民
間
人
と
し
て
は
、
佐
治
社
長

が
最
高
位
。

お
祝
い
に
は
、
熊
谷
信
昭
大

阪
大
学
総
長
、
冠
大
五
住
友
金

属
工
業
取
締
役
総
務
部
長
、
中

川
清
三
日
独
協
会
常
務
理
事
、

津
田
和
明
サ
ン
ト
リ
ー
常
務
取

締
役
な
ど
、
友
人
、
知
人
が
駆

け
つ
け
、
ド
イ
ツ
の
シ
ャ
ン
ペ

ン
と
ビ
ス
ケ
ッ
ト
で
祝
杯
を
あ

げ
た
。

121

☆
神
戸
の
集
い
か
ら

シャンペンで乾杯する佐浩今尾

ン
・
ス
ノ
ー
″
と
、
加
藤
き
よ

子
が
〃
清
姫
″
〃
送
り
火
″
の

三
作
品
を
踊
り
、
ユ
ニ
ー
ク
な

創
作
に
挑
ん
だ
。
会
場
に
は
文

化
庁
の
審
査
員
を
初
め
、
山
田

鈴
子
、
灘
本
唯
人
、
西
村
功
、

加
藤
隆
久
、
長
島
隆
、
小
西
保

文
、
本
く
に
子
、
こ
う
の
こ
の

み
さ
ん
ら
多
彩
な
顔
ぶ
れ
が
観

客
席
に
見
え
、
打
ち
上
げ
に
は

作
曲
の
藤
舎
推
峰
、
振
付
の
庄

司
裕
士
、
演
出
の
岡
田
美
代
、

衣
裳
の
藤
本
ハ
ル
ミ
さ
ん
ら

が
、
充
実
し
た
舞
台
を
観
せ
た

今
岡
頚
子
さ
ん
た
ち
と
東
京
公

演
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

☆
今
岡
頚
子
舞
踊
団

東
京
公
演
に
集
う

さ
る
十
月
八
日
。
東
京
青
山

の
草
月
会
館
で
、
神
戸
の
今
岡

順
子
舞
踊
団
が
芸
術
祭
参
加

（
文
化
庁
）
の
リ
サ
イ
タ
ル
を

公
演
。
今
岡
碩
子
が
〃
マ
リ
ｒ

★
オ
マ
イ
ラ
ち
ゃ
ん
安
ら
か
に

九
月
二
十
七
日
、
南
米
コ
ロ

ン
ビ
ア
に
送
ら
れ
た
お
地
蔵
さ

ん
の
報
告
会
が
「
グ
ラ
ン
・
ミ

カ
エ
ラ
。
イ
・
ダ
ゴ
」
に
て
行

わ
れ
た
。

会
に
は
、
輔
老
一
完
住
職
、

一
色
満
子
さ
ん
、
清
君
、
一
色

頼
次
郎
さ
ん
、
渡
辺
祥
夫
神
戸

外
大
事
務
局
長
、
川
崎
義
之
さ

ん
他
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の
メ
ン

バ
ー
が
約
二
十
名
ほ
ど
集
ま

り
、
実
際
に
お
地
蔵
さ
ん
を
運

ん
だ
輔
老
一
完
住
職
の
解
説
に

よ
る
ビ
デ
オ
を
観
賞
し
た
。

☆
近
代
建
築
の
大
興
ビ
ル
で

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
仕
事
を

神
戸
で
活
躍
中
の
建
築
家
、

武
田
則
明
さ
ん
が
、
旧
居
留
地

に
あ
る
大
興
ビ
ル
の
オ
フ
ィ
ス

を
同
じ
３
階
の
広
い
ス
ペ
ー
ス

に
移
転
し
、
如
月
４
日
、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ武田則明夫妻を囲む仲間達

オ
マ
イ
ラ
ち
ゃ
ん
が
亡
く
な

っ
て
、
約
一
年
た
と
う
と
し
て

い
る
が
、
未
だ
に
惨
状
の
後
が

生
々
し
く
残
る
画
面
に
、
出
席

し
た
人
々
は
、
再
び
オ
マ
イ
ラ

ち
ゃ
ん
の
冥
福
を
祈
っ
た
。

報告会に出席したボランティアの人々

た
。
昭
和
８
年
に
建
て
ら
れ
た

こ
の
ピ
ル
に
は
最
近
カ
メ
ラ
マ

ン
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
ブ
テ
ィ
ッ

ク
や
し
ゃ
れ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
ま

で
入
居
し
活
気
が
湧
い
て
い

る
。
古
く
て
も
天
井
が
高
く
、

人
間
的
な
こ
の
ピ
ル
が
武
田
さ

ん
は
大
の
お
気
入
り
で
壊
さ
れ

ま
い
と
頑
張
っ
て
い
る
。
当
日

は
武
田
芳
一
さ
ん
、
神
戸
大
学

の
嶋
田
教
授
や
建
築
家
仲
間
の

宮
西
修
司
小
林
郁
雄
、
鍵
野

洋
子
さ
ん
ら
約
釦
名
が
集
ま

り
、
吹
き
抜
け
の
新
オ
フ
ィ
ス

が
披
露
さ
れ
た
。
こ
の
オ
フ
ィ

ス
で
ま
す
ま
す
充
実
し
た
仕
事

が
期
待
さ
れ
る
。
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